
まえがき＝鋼に熱間加工や焼鈍を施すと鋼表面で鋼中炭
素と雰囲気ガスが反応し，鋼表面が脱炭することがあ
る。鋼の強度や硬さといった機械的特性は，炭素濃度に
大きく影響を受けるため，脱炭が生じた場合，鋼表面の
機械的特性は大きく変化する。特に疲労特性については
鋼表面の硬さに大きく影響を受けるので，部品によって
は表面硬さを向上させるために，表面炭素濃度を積極的
に高める処理（浸炭処理）を行うこともある。ところが
脱炭が生じれば，これとは反対に表面硬さが低下し疲労
特性は低下する。そのため歯車，ばね，軸受などの疲労
が重要視される部品では，その製造工程で脱炭を最小限








